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は
じ
め
に

沖
縄
県
に
お
け
る
二
○
一
一
年
三
月
卒
の
高
校
生
は
一
五
、
○
一
五
人
、
大
学
生
は
三
、
八
七
七
人
で
あ
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
就
職
が
決
ま
っ
た
人
は
高
卒
が
二
、
一
四
三
人
、
大
卒
が
一
、
八
九
二
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
四
月
ま

で
に
進
学
も
就
職
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
人
が
い
る
。
こ
れ
は
、
卒
業
生
に
占
め
る
割
合
で
み
る
と
、
高
卒
一
七
・
九

％
、
大
卒
三
三
・
○
％
で
あ
る
。
実
に
高
校
で
約
二
割
、
大
学
で
約
三
割
が
就
職
未
決
定
の
ま
ま
に
卒
業
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
低
い
就
職
率
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
は
日
本
経
済
の
低
迷
が
あ
る
。
二
○
○
八
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
を
き
っ
か
け
に
、
日
本
で
も
景
気
の
低
迷
・
後
退
が
表
面
化
し
た
。
さ
ら
に
、
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
二
○

一
一
年
に
は
東
日
本
大
震
災
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
金
融
不
安
、
タ
イ
の
大
洪
水
に
よ
る
日
本
進
出
企
業
の
被
害

等
多
く
の
自
然
災
害
や
人
災
が
起
こ
り
、
日
本
経
済
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
。
景
気
の
悪
化
は
就
職
事
情
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
こ
の
よ
う
な
日
本
全
体
の
景
気
の
影
響
に
加
え
、
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
経
済
規
模
が

小
さ
く
、
企
業
の
求
人
数
が
少
な
い
こ
と
、
中
小
零
細
企
業
が
大
多
数
で
あ
る
の
に
対
し
大
企
業
か
つ
安
定
志
向
の

学
生
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
沖
縄
独
自
の
要
因
も
大
き
い
。

就
職
内
定
率
で
み
る
と
、
全
国
が
高
卒
九
七
・
二
％
、
大
卒
九
一
・
八
％
で
あ
る
の
に
対
し
沖
縄
県
は
高
卒
八
一
・

八
％
、
大
卒
五
五
・
六
％
で
あ
り
、
高
卒
・
大
卒
と
も
大
き
な
差
が
あ
る
。
特
に
大
卒
で
は
四
割
近
く
も
下
回
っ
て

い
る
。
ま
た
、
若
者
の
意
識
も
就
職
に
影
響
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
高
校
生
・
大
学
生
の
就
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職
は
、
景
気
、
地
域
の
産
業
構
造
、
学
生
の
意
識
と
そ
れ
を
形
成
す
る
要
因
と
な
る
家
庭
環
境
、
親
の
意
識
、
教
育

機
関
の
対
応
な
ど
の
要
因
が
複
雑
に
絡
ま
り
あ
っ
て
い
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
背
景
を
踏
ま
え
、
本
章
で
は
高
校
生
・
大
学
生
の
就
職
事
情
に
つ
い
て
考
察
し
、
さ
ら
に
教
育
機
関
の
就

活
支
援
な
ど
今
後
の
就
職
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

一
、
新
規
学
卒
者
を
と
り
ま
く
環
境

１

日
本
経
済
の
動
向

日
本
経
済
は
八
○
年
代
後
半
か
ら
九
○
年
代
初
頭
に
か
け
て
の
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
た
後
、
長
く
低
迷
を
続
け

て
い
る
。
経
済
の
活
力
を
見
る
代
表
的
な
指
標
と
し
て
経
済
成
長
率
が
あ
り
、
こ
れ
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ

(

国
内
総
生
産)

の

対
前
年
増
加
率
の
こ
と
で
あ
る
。
バ
ブ
ル
以
前
の
平
均
成
長
率
は
約
三
％
で
あ
る
の
に
対
し
バ
ブ
ル
期
が
五
・
一
％
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
一
九
九
一
年
か
ら
の
九
○
年
代
が
○
・
九
％
、
二
○
○
○
年
か
ら
二
○
一
○
年
ま
で
が
○
・
七
％

と
な
り
二
○
○
○
年
代
以
降
景
気
が
低
迷
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
二
○
○
八
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
り
そ
の
年
の
成
長
率
は
マ
イ
ナ
ス
四
・
一
％
と
日
本
経
済
は
戦
後
最
大
の
落
ち
込
み
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
景
気
が
悪
い
と
新
規
学
卒
者
の
採
用
状
況
に
も
影
響
が
出
る
。
一
九
九
五
年
か
ら
二
○
○
四
年
に
か

け
て
高
校
・
大
学
を
卒
業
し
た
者
は
、
そ
の
時
期
、
経
済
が
減
速
し
た
た
め
に
就
職
状
況
が
悪
化
し
、
就
職
氷
河
期

世
代
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
二
○
○
八
年
以
降
に
つ
い
て
も
就
職
事
情
は
悪
化
し
て
い
る
。
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卒
業
す
る
年
の
経
済
情
勢
に
よ
っ
て
就
職
状
況
が
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
、
学
生
の
そ
の
後
の
働
き
方
に
と
っ
て

好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
新
卒
採
用
さ
れ
る
か
否
か
が
そ
の
後
の
人
生
も
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で

あ
る
。

２

少
子
高
齢
化

二
○
一
○
年
一
○
月
現
在
の
日
本
の
総
人
口
は
、
一
億
二
、
八
○
六
万
人
で
あ
る

(

国
勢
調
査)

。
こ
れ
は
五
年

前
の
人
口
に
比
べ
ほ
ぼ
横
ば
い

(

○
・
二
％
の
微
増)

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
人
口
は
、
二
○
三
○
年
に
は
一
億

一
、
五
二
○
万
人
と
現
在
よ
り
も
約
一
、
一
○
○
万
人
も
人
口
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る

(

社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
予
測
｢
出
生
率
中
位
・
死
亡
率
中
位
推
計｣

に
よ
る)

。
人
口
減
少
と
同
時
に
高
齢
化
も

進
行
し
二
○
三
○
年
に
は
六
五
歳
以
上
の
高
齢
化
率
が
三
一
・
八
％
と
な
り
、
超
高
齢
社
会
と
な
る
。
こ
れ
は
実
に

約
三
人
に
一
人
が
高
齢
者
と
な
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
沖
縄
県
に
つ
い
て
み
る
と
、
二
○
一
○
年
一
○
月
で
は
一
三
九
万
三
千
人
で
あ
り
、
五
年
前
の
人
口
一
三

六
万
二
千
人
に
比
べ
約
三
万
人

(

二
・
三
％)
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
と
対
照
的
に
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
こ
の
傾
向
を
保
ち
、
二
○
三
○
年
に
は
一
四
五
万
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る

(

社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
予
測
に
よ
る)

(

図
１
参
照)

。
ま
た
人
口
構
造
は
、
高
齢
化
が
つ
づ
き
、
二
○
三
○
年
に
は
高
齢
化
比

率
は
二
六
・
二
％
で
、
二
○
一
○
年
の
一
七
・
三
％
か
ら
八
・
九
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
と
な
り
沖
縄
県
も
高
齢
社
会
を

迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
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し
か
し
な
が
ら
少
子
化
の
影
響
に
よ
り
、
○
〜
一
九
歳
人
口
は
今
後
減
少
傾
向
を
た
ど
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

(
図
２
参
照)

。
沖
縄
県
は
三
二
万
六
千
人
か
ら
二
六
万
四
千
人
と
一
九
％
の
減
少
と
な
る
が
、
全
国
は
三
一
・
二
％

の
減
少
率
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
若
年
人
口
の
減
少
は
、
社
会
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
超

高
齢
社
会
と
な
る
中
で
労
働
の
担
い
手
と
な
る
労
働
力
人
口
も
減
少
し
、
一
人
当
た
り
働
き
手
の
負
担
増
加

(

人
口

オ
ー
ナ
ス
時
代
の
到
来)

が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
貯
蓄
率
の
減
少
、
年
金
・
医
療
・
介
護
を
巡
る
世

代
間
の
対
立
が
強
ま
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

二
、
新
卒
者
の
動
向

１

沖
縄
経
済
の
動
向

沖
縄
県
の
経
済
を
み
る
と
、
全
国
と
同
様
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
二
○
一
○
年
平
均
の
失
業
率
は
、
七
・
六
％

と
全
国

(

五
・
一
％)

を
二
・
五
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
失
業
率
と
求
人
倍
率
の
推
移
を
み
た
の
が
図

３
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
た
九
一
年
か
ら
失
業
率
は
悪
化
し
て
お
り
、
二
○
○
一
年

に
は
八
・
四
％
と
復
帰
後
最
悪
の
水
準
と
な
っ
た
。
そ
の
後
や
や
回
復
す
る
も
の
の
七
％
台
と
高
い
失
業
率
で
推
移

し
て
い
る
。
求
人
倍
率
も
こ
の
よ
う
な
動
向
を
反
映
し
、
バ
ブ
ル
期
に
は
○
・
四
八
と
高
い
も
の
の

(

そ
れ
で
も
全

国
の
一
・
四
に
比
べ
る
と
極
め
て
低
い
水
準
で
あ
る)

、
そ
の
後
減
少
し
続
け
、
二
○
○
○
年
代
初
頭
に
は
や
や
回

復
し
た
が
、
二
○
○
七
年
以
降
再
び
悪
化
し
二
○
一
○
年
に
は
○
・
三
一

(

全
国
は
○
・
五
二)

と
な
っ
て
い
る
。
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図１ 沖縄県の人口予測

資料：｢社会保障・人口問題研究所｣

図２ ０－19歳人口の推移

資料：図１に同じ



２

高
校

二
○
一
一
年
三
月
卒
業
者
は
、
一
五
、
○
一
五
人
で
二
○

○
七
年
よ
り
約
五
○
○
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
大
学
等

へ
の
進
学
者
は
五
、
五
一
四
人

(

進
学
率
三
六
・
七
％)

、

就
職
者
は
二
、
二
○
五
人(

う
ち
進
学
就
職
者
六
二
人
含
む)

で
就
職
率
は
一
四
・
三
％
で
あ
る
。

こ
れ
を
時
系
列
で
み
る
と
、
進
学
率
は
二
○
○
二
年
の
三

一
・
二
％
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
り
、
五
・
五
ポ
イ
ン
ト
の
増

と
な
っ
て
い
る
。
男
女
別
で
は
女
性
が
三
八
・
五
％
、
男
性

が
三
四
・
九
％
と
女
性
の
進
学
率
が
高
い
。
全
国
と
の
比
較

で
み
る
と

(

図
４
参
照)

進
学
率
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の

依
然
と
し
て
大
き
な
差
が
あ
り
、
二
○
○
二
年
に
全
国
と
の

差
は
一
三
・
六
ポ
イ
ン
ト
あ
っ
た
も
の
が
二
○
一
一
年
で
は

一
七
・
七
ポ
イ
ン
ト
と
差
が
開
い
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
ま

た
、
就
職
率
に
つ
い
て
は

(

図
５
参
照)

二
○
○
二
年
に
六

二
・
四
％
か
ら
二
○
○
七
年
に
は
九
三
・
○
％
と
増
加
し
た

も
の
の
そ
の
後
減
少
し
て
い
る
。
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図３ 沖縄の失業率と求人倍率の推移

資料：｢労働力調査｣ 沖縄県
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図４ 大学進学率の推移 (全国と沖縄)

資料：｢学校基本調査」文部科学省

図５ 高校内定率の推移 (全国と沖縄)

資料：図４に同じ



就
職
先
に
つ
い
て
み
る
と
県
外
は
二
○
一
一
年
に
七
八
八

人
で
県
外
就
職
率
は
三
六
・
八
％
と
な
り
、
ピ
ー
ク
時
の
二

○
○
九
年
の
四
五
・
七
％
に
く
ら
べ
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い

る
。
こ
れ
は
二
○
○
八
年
以
降
の
世
界
不
況
の
影
響
を
受
け

本
土
企
業
の
求
人
数
が
減
っ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

３

大
学

二
○
一
一
年
三
月
卒
業
者
は
三
、
八
七
七
人
で
、
そ
の
う

ち
就
職
者
は
一
、
八
九
二
人
、
進
学
者
三
二
八
人
、
進
学
も

就
職
も
し
な
い
無
業
者
は
一
、
一
九
五
人
で
、
就
職
者
数
に

ほ
ぼ
匹
敵
す
る
規
模
で
あ
る

(

二
○
○
二
年
か
ら
二
○
○
五

年
に
か
け
て
は
就
職
者
数
を
上
回
っ
て
い
る)
。

ま
た
、
内
定
率
を
み
る
と

(

図
６
参
照)

、
二
○
○
二
年

の
五
一
・
一
％
か
ら
二
○
○
六
年
に
は
七
○
と
増
加
傾
向
で

あ
っ
た
も
の
が
景
気
悪
化
を
受
け
て
二
○
一
○
年
以
降
六
○

％
を
割
る
水
準
と
な
っ
た
。
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図６ 大学内定率の推移 (全国と沖縄)

資料：図４に同じ



三
、
新
規
学
卒
者
の
問
題
点

こ
れ
ま
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
新
規
学
卒
者
の
就
職
内
定
率
は
景
気
の
影
響
も
あ
り
、
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
し
か
し
本
来
、
景
気
の
影
響
は
短
期
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
産
業
構
造
や
企
業
の
採
用
行
動
、
学
校

の
対
応
お
よ
び
高
校
生
・
大
学
生
の
意
識
と
い
っ
た
構
造
的
な
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

１

需
要
と
供
給
バ
ラ
ン
ス
の
問
題

ア

高
卒
者

な
ぜ
高
卒
者
の
就
職
が
厳
し
く
な
っ
て
き
た
の
か
。
こ
の
要
因
と
し
て
、
ま
ず
高
校
生
を
受
け
入
れ
て
き
た
産
業

の
衰
退
が
挙
げ
ら
れ
る
。
表
１
は
学
歴
別
に
み
た
産
業
別
就
業
者
の
構
成
比
で
あ
る
。
大
卒
に
比
べ
高
卒
者
が
多
い

の
は
農
業
、
建
設
業
、
製
造
業
、
卸
・
小
売
業
、
飲
食
店
・
宿
泊
業
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
産
業
は
就
業
構
造
で
み

て
も
減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
。
特
に
多
く
の
高
卒
者
が
従
事
し
て
い
る
建
設
業
は
公
共
工
事
の
大
幅
な
落
ち
込

み
と
と
も
に
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
、
県
外
か
ら
の
高
卒
者
に
対
す
る
求
人
数
も
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
九
○
年
代
初
頭
に
は
二
万
人
を
超
え

て
い
た
求
人
数
が
九
五
年
以
降
一
万
人
を
割
り
、
二
○
一
一
年
で
は
八
八
九
人
と
激
減
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
多
く
の
高
卒
無
業
者
数
が
発
生
し
、
そ
の
多
く
が
フ
リ
ー
タ
ー
と
し
て
社
会
に
排
出
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

高校生・大学生の就活と就活支援
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イ

大
卒
者

大
学
進
学
率
の
上
昇
に
伴
い
大

学
生
数
も
増
加
し
て
き
た
。
そ
も

そ
も
な
ぜ
大
学
に
進
学
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
図
７
は
大
学
進
学
の

目
的
を
聞
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
、｢

大
卒
の
学
歴
が

必
要
だ
と
思
っ
た
か
ら｣
が
最
も

多
く
、
二
○
○
七
年
調
査
か
ら
急

に
増
え
て
い
る
。
高
卒
で
の
就
職

難
の
た
め
大
学
へ
進
学
す
る
意
識

と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か

し
な
が
ら
大
卒
で
も
就
職
難
の
時

代
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
大
学
進
学
者
の
増

大
に
伴
い
、
必
然
的
に
大
卒
者
数

も
増
大
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

194

高卒者 大卒
総数 ����� �����

農業 ��� ���

林業 ― ―
漁業 ��� ���

鉱業 ��� ―
建設業 ���� ���

製造業 	�
 ��


電気・ガス・熱供給・水道業 ��� ���

情報通信業 ��� ���

運輸業 	�� ���

卸売・小売業 ���� ����

金融・保険業 ��	 ��


不動産業 ��
 ���

飲食店・宿泊業 ��� ���

医療・福祉 	�� ���	

教育・学習支援業 ��� ����

複合サービス事業 ��� ���

サービス業 (他に分類されないもの) ���
 ����

公務 (他に分類されないもの) ��� ����

分類不能の産業 ��� ���

資料：｢就業構造基本調査｣ 総務省統計局 ����年

表１ 学歴別就業者数 (高卒・大卒) の構成比



に
見
合
う
県
内
産
業
の
需
要
が
少
な
い

こ
と
が
内
定
率
の
低
さ
の
要
因
の
一
つ

で
あ
る
。
県
外
か
ら
の
求
人
も
あ
る
が
、

後
述
す
る
よ
う
に
学
生
は
県
内
希
望
者

が
多
数
で
あ
る
た
め
内
定
率
が
上
が
ら

な
い
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

高校生・大学生の就活と就活支援
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図７ 大学進学の目的 (３つまで選択)

資料：｢私立大学 学生生活白書 ����｣ 社団法人日本私立大学連盟



２

学
生
の
就
活
行
動
と
学
校
の
対
応

ア

高
校

進
路
指
導
の
先
生
等
の
話
を
聞
く
と
、
内
定
が
決
ま
ら
な
い
生
徒
は
大
き
く
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
で
き
る
よ
う

で
あ
る
。
ま
ず
、
就
職
か
進
学
か
で
迷
い
な
が
ら
就
活
を
続
け
る
よ
う
な
生
徒
。
次
に
公
務
員
希
望
で
あ
り
な
が
ら

公
務
員
試
験
に
失
敗
し
途
中
か
ら
民
間
に
切
り
替
え
る
よ
う
な
生
徒
。
三
つ
目
に
、
県
内
企
業
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る

も
の
の
内
定
が
も
ら
え
ず
、
後
半
で
県
外
就
職
に
目
を
向
け
る
よ
う
な
生
徒
。
こ
れ
ら
の
生
徒
は
、
い
ず
れ
も
目
標

が
曖
昧
な
ま
ま
就
活
を
す
る
た
め
、
就
活
期
間
が
長
く
な
り
内
定
が
な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て

し
ま
う
。
ま
た
、
就
職
が
決
ま
っ
た
と
し
て
も
希
望
す
る
よ
う
な
企
業
で
な
い
た
め
、
途
中
で
離
職
し
て
し
ま
う
結

果
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。
い
わ
ゆ
る
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
問
題
が
発
生
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
に
学
校
側
の

対
応
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
は
高
卒
の
就
職
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、｢

指
定
校
制｣

、｢

一
人
一
社
制｣

に
基
づ
き
、
高
校
と
企

業
の
継
続
的
・
安
定
的
関
係
で
あ
る

｢

実
績
関
係
の
な
か
で
生
徒
が
就
職
を
決
定
し
て
い
く
仕
組
み｣

が
機
能
し
て

き
た
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る

｢

日
本
的
高
卒
就
活
シ
ス
テ
ム｣

と
呼
ば
れ
て
き
た
。
校
内
で
優
秀
な
生
徒
を
選
抜
し
企

業
に
送
る
と
い
う
高
校
進
路
指
導
側
と
企
業
と
の
信
頼
関
係
で
生
徒
を
就
職
さ
せ
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。
こ
れ

が
九
○
年
代
か
ら
高
卒
内
定
率
が
悪
化
す
る
と
と
も
に
崩
れ
始
め
て
き
た
。
そ
の
問
題
点
は
筒
井

(

二
○
○
九
年)

に
よ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
進
路
指
導
が
進
学
指
導
と
就
職
指
導
に
も
特
化
で
き
な
い
こ
と
。
特
に
普
通
科
に
お
い
て
指
導
が
あ
い
ま
い
で
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弱
い
、
こ
の
結
果
進
路
が
定
ま
ら
ず
、
無
業
の
ま
ま
卒
業
し
て
い
く
生
徒
が

増
加
し
て
い
る
。

②
無
業
者
を
受
け
入
れ
る
ニ
ー
ズ
が
社
会
的
に
高
ま
り
、
進
学
も
就
職
も
で
き

な
い
生
徒
が
フ
リ
ー
タ
ー
と
し
て
労
働
市
場
に
さ
ま
よ
い
出
る
結
果
と
な
っ

て
い
る
。

高
卒
者
の
受
け
皿
の
中
心
で
あ
っ
た
製
造
業
や
建
設
業
の
不
振
や
大
学
進
学
率

の
高
ま
り
な
ど
、
高
卒
就
職
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
た
め
、

こ
の
よ
う
な
変
化
に
対
し
高
校
生
も
学
校
側
も
対
応
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
の
が

現
状
な
の
だ
ろ
う
か
。

イ

大
卒

就
活
行
動
と
大
学
卒
業
者
の
そ
の
後
の
状
況
と
の
関
連
に
つ
い
て
調
べ
た
興
味

深
い
調
査

(｢

大
学
生
と
就
職｣

労
働
政
策
研
究
報
告
書�

�.
��)

が
あ
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
沖
縄
県
は
ま
ず
就
活
時
期
が
他
地
域
に
比
べ
て
極
め
て
遅
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
大
学
に
お
け
る
就
活
の
流
れ
は
図
８
の
よ
う
に
な
る
。

な
お
、
二
○
一
一
年
か
ら
学
業
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
に
就
活
期
間
を
短
く
す

る
た
め
に
広
報
期
間
が
一
○
月
か
ら
一
二
月
に
な
っ
た
。

図
９
は
就
職
活
動
時
期
に
つ
い
て
聞
い
た
も
の
で
あ
る
。
早
い
地
域
で
は
企
業

高校生・大学生の就活と就活支援
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図８ 就活の流れ

資料：日本経済新聞記事より作成



説
明
会
を
受
け
た

の
は
三
年
生
の
二

月
、
人
事
面
接
を

受
け
た
の
は
四
年

生
の
四
月
時
点
で

五
割
を
超
え
て
い

る
。
沖
縄
は
男
女

と
も
遅
く
、
五
割

を
超
え
る
の
は
四

年
生
の
七
月
と
他

の
地
域
に
比
べ
て

大
き
く
遅
れ
て
い

る
。
特
に
女
性
は

企
業
説
明
会
へ
の

参
加
と
人
事
面
接

を
受
け
た
者
の
割

合
が
一
二
月
時
点

198

図９ 企業説明会への参加と人事面接の時期 (累積率)

資料：｢大学生と就職」労働政策研究報告書№��(����年)

(女性)

(男性)



で
も
五
割
を
超
え
て
い
な
い
。

ま
た
、
表
２
で
就
活
時
の
意
識
に
つ

い
て
み
る
と
沖
縄
の
学
生
は
、｢

何
が

何
で
も
正
社
員
に
な
り
た
い｣

と
す
る

意
志
も
他
地
域
に
比
べ
る
と
弱
い
よ
う

で
あ
る

(

表
２
参
照)

。
男
性
で
は

｢

よ
く
当
て
は
ま
る｣
と
回
答
し
た
割

合
が
四
○
・
○
％
で
あ
り
最
も
低
く
、

最
も
高
い
甲
信
越
に
く
ら
べ
て
約
三
○

ポ
イ
ン
ト
も
の
差
が
あ
る
。
特
に
女
性

は
一
四
・
一
％
と
著
し
く
低
い
。
就
活

中
の
意
識
が
弱
い
と
や
は
り
、
そ
の
後

の
内
定
獲
得
へ
も
大
き
く
影
響
す
る
よ

う
で
あ
る
。

ま
た
、
進
路
状
況
を
み
る
と
、
沖
縄

は
公
務
員
な
ど
何
ら
か
の
形
で
就
職
を

希
望
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
就
職

高校生・大学生の就活と就活支援
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表２ ｢大学を卒業するときは何が何でも正社員として就職したい｣

よくあて
はまる

まあ
あては
まる

あまり
あては
まらない

まったく
あては
まらない

無回答 合計 �

男性 北海道 ���� ���� 		�� ��
 ��� 	���� ��� ������

東北 ���� ���
 ��� ��� ��� 	���� ��


関東 

�
 �
�� 	��� ��
 ��� 	���� 	�
�

甲信越 �
�� ���� 
�� ��	 ��� 	���� ���

北陸 
��� ���� 	��� 	�� ��� 	���� 	



中部 ���� �
�� ��� ��� ��� 	���� 

	

近畿 

�� ���� 	��
 ��� ��� 	���� 	���

中国 
��	 �
�� 		�� ��� ��� 	���� 	
�

四国 ���� ���� 	��� ��
 ��� 	���� �


九州 
��
 �
�� 		�
 ��� ��� 	���� ��


沖縄 ���� ���� �	�	 	��� ��� 	���� �


女性 北海道 ���� �
�� 	��� 
�
 ��� 	���� ��� ������

東北 
��	 ���� 	
�	 	�� ��� 	���� 	�


関東 ���� ���� 	
�� 
�
 ��� 	���� 	���

甲信越 ���� ���� 	��� ��� ��� 	���� �	�

北陸 
��� �
�
 	
�	 
�� 	�� 	���� 	
�

中部 ���
 ���� 		�� ��� ��� 	���� �
�

近畿 ���
 ���� 	
�
 ��� ��� 	���� �	�

中国 ���� ���� 	��� ��� ��
 	���� ���

四国 
��� ���	 
�� ��� ��� 	���� �


九州 ���	 ���� 	��� ��� ��	 	���� 
�


沖縄 	��	 �	�� ���
 ���� ��� 	���� �

資料：図９に同じ



活
動
を
行
っ
て
い
な
い
者
の
割
合
が
男
女
と
も
大
き
い
。
特
に
女
性
で
は
就
活
を
し
な
い
者
の
割
合
の
高
さ
が
際
立
っ

て
お
り
、
他
の
地
域
と
は
違
う
就
職
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
が
あ
り
そ
う
だ
。

３

大
学
の
就
職
支
援

少
子
化
に
よ
っ
て
一
八
歳
人
口
が
減
少
し
、
大
学
全
入
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
中
、
も
は
や
大
学
進
学
は

特
別
な
も
の
で
は
な
く
な
り
、
家
庭
に
学
費
を
支
払
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
大
学
に
進
学
す
る
こ
と
が
可
能
な
時

代
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
学
生
も
多
様
化
し
、
目
標
も
な
い
ま
ま
就
職
の
た
め
に
学
歴
を
求
め
入
学
し
た
よ
う

な
学
生
に
対
し
ど
の
よ
う
な
教
育
を
す
る
か
が
大
学
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
一
方
、
大
学
生
の
就
職
率
は
景
気
の
悪
化
も
あ
り
こ
の
数
年
減
少
し
て
い
る
。
必
ず
し
も
大
学
進
学
が
就
職

に
結
び
つ
か
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
大
学
へ
学
歴
を
求
め
に
入
学
し
た
学
生
が
多
い
こ
と
と
相
反
す
る
結
果
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
大
卒
無
業
者
の
増
大
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。
無
業
者
と
は
大
学
を
卒
業
し
て
も
進
学
も
就
職
も
し
て
い

な
い
者
の
こ
と
で
あ
り
、
近
年
こ
の
数
が
増
加
し
て
い
る
。
無
業
者
率
の
推
移
を
み
る
と

(

図
��)

、
全
国
、
沖
縄

と
も
二
○
○
八
年
以
降
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
沖
縄
は
二
○
一
○
年
で
三
三
・
○
％
と
全
国

(

一
六
・
一

％)

の
二
倍
で
あ
る
。｢

学
歴
の
た
め
、
就
職
の
た
め
だ
け
に
大
学
へ
進
学
す
る
こ
と
は
問
題
の
先
送
り
に
し
か
な

ら
な
い
可
能
性
が
あ
る｣

と
山
田
昌
弘

(

二
○
○
四)

が
指
摘
し
て
い
る
が
、
無
業
者
比
率
の
増
加
は
ま
さ
に
、
そ

れ
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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こ
の
た
め
、
大
学
側
で
は
出
口
戦
略
の
強
化
が
必
要
に

な
っ
て
き
た
。
就
職
課
を
中
心
と
す
る
様
々
な
就
活
支
援

策
が
行
わ
れ
て
い
る
。
就
職
支
援
の
た
め
の
無
料
ガ
イ
ダ

ン
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
等
や
就
職
試
験
対
策
の
た
め
の
無
料
講

座
の
実
施
率
は
九
二
・
○
％
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実

施
率
は
七
七
・
七
％
と
な
っ
て
い
る

(｢

大
学
等
に
お
け

る
学
生
生
活
支
援
の
実
態
調
査｣

日
本
学
生
支
援
機
構

二
○
○
五
年)

。
県
内
で
も
す
べ
て
の
大
学
で
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

四
、
今
後
の
課
題
と
対
応

１

こ
れ
か
ら
の
就
活
の
動
向
と
課
題

沖
縄
の
よ
う
に
厳
し
い
就
職
環
境
に
あ
っ
て
も
学
生
の

県
内
志
向
と
安
定
志
向
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。
二

○
一
一
年
で
は
県
内
就
職
希
望
者
は
約
八
割
、
県
外
就
職

希
望
者
は
二
割
と
な
っ
て
い
る

(

表
３
参
照)

。
ま
た
、

高校生・大学生の就活と就活支援
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図10 大卒者無業者比率の推移 (全国と沖縄)

資料：｢学校基本調査｣ 文部科学省



県
内
の
就
職
先
人
気
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
、
金
融
、
電
力

な
ど
安
定
的
な
企
業
が
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
、
最
近
の
学
生
の
就
活
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
図
��
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
就

職
活
動
の
具
体
的
な
行
動
と
し
て
は

｢

就
職
支
援
サ
イ
ト
へ

の
登
録｣

が
最
も
多
く
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
連
絡
を
取
っ
た
者

は
少
な
い
。
企
業
へ
資
料
請
求
し
た
者
は
約
半
分
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
就
活
ス
タ
イ
ル
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
学
生
は
、
企
業
の
採
用
サ
イ
ト
や

｢

リ
ク
ナ
ビ｣

、｢

マ
イ
ナ
ビ｣

な
ど
の
就
職
情
報
サ
イ
ト
に

登
録
す
る
こ
と
か
ら
就
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。
人
気
企
業
だ

と
ア
ク
セ
ス
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

企
業
の
方
は
限
ら
れ
た
期
間
で
学
生
た
ち
と
の
接
触
機
会
を

増
や
す
た
め
様
々
な
努
力
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
す
る
企
業
は
一
千
社
を
超
え
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
を
利
用
す
る
学
生
も
一
○
数
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

る
ま
で
上
昇
し
て
い
る

｢

日
経
流
通
新
聞
一
二
月
九
日｣

。
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表３ 卒業後の進路状況

����年３月卒 ����年３月卒
卒業者数 ���	
 ���



就職希望者数 ���	� ��	��

県内 ����� �����

(割合) 	�

 	�
�

県外 	�� �

�

(割合) �

� ��
�

内定者数 ���
� �����

県内 ����� �����

県外 ��� ���

内定率 ��
� �

�

県内 ��
� ��
�

県外 	�
� 	�
	

資料：｢職業安定業務統計｣ 職業安定課



ソ
ニ
ー
は
新
卒
採
用
サ
イ
ト
を
使
っ
て
説
明
会

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
ラ
イ
ブ
中
継
し
て

い
る
。
今
後
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
伴

い
ま
す
ま
す
こ
の
傾
向
は
強
ま
る
だ
ろ
う
。

２

今
後
の
対
応

こ
れ
ま
で
、
高
卒
・
大
卒
の
就
職
事
情
に
つ

い
て
み
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
高
校
生
・
大
学
生

の
意
識
の
問
題
、
就
職
先
と
し
て
の
受
け
皿
の

問
題
な
ど
の
要
因
に
よ
り
無
業
者
の
数
が
増
大

し
て
い
る
こ
と
も
み
て
き
た
。
特
に
大
卒
無
業

者
は
増
え
て
お
り
、
全
国
で
も
三
年
連
続
で
一

○
万
人
を
超
え
て
い
る
よ
う
な
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
増
え
続
け
る
無
業

者
に
対
し
大
学
側
の
対
応
と
し
て
、
例
え
ば
駒

沢
大
学
で
は
二
○
○
九
年
か
ら

｢

既
卒
者
も
応

募
可｣

の
企
業
を
独
自
に
調
査
し
て
、
既
卒
者
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図11 就職のための活動の実施状況 (何らかの準備活動をした者＝100)

資料：｢大学生の就職・募集採用活動等実態調査結果Ⅱ｣ 独立行政法人労働政策研
究・研修機構



に
情
報
を
提
供
す
る
仲
介
を
本
格
化
し
て
い
る
。
立
命
館

大
学
や
法
政
大
学
な
ど
既
卒
者
も
求
人
情
報
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
仕
組
み
を
整
備
す
る
大
学
も
増
え
始
め
て
い
る
。

ま
た
、
内
定
を
得
て
い
な
い
学
生
で
留
年
を
決
め
る
学
生

も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
就
職
留
年
を
選
ぶ

学
生
に
配
慮
し
、
留
年
制
度
を
見
直
す
動
き
も
あ
る
。
青

山
学
院
大
学
、
湘
南
工
科
大
学
な
ど
は
希
望
留
年
制
度
を

導
入
し
、
学
費
の
減
免
等
を
含
め
て
対
応
す
る
と
し
て
い

る
。さ

ら
に
、
せ
っ
か
く
就
職
し
て
も
離
職
す
る
割
合
も
高

い
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
七
、
五
、
三
問
題
で
あ
る
。
こ

れ
は
三
年
以
内
に
離
職
す
る
割
合
が
中
卒
七
割
、
高
卒
五

割
、
大
卒
三
割
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
沖

縄
で
は
さ
ら
に
こ
の
数
値
が
上
が
り
、
高
卒
で
六
割
、
大

卒
五
割
近
く
の
者
が
離
職
す
る
の
で
あ
る

(

図
��
参
照)
。

ま
た
高
卒
者
に
つ
い
て
も
大
学
進
学
率
が
高
ま
る
中
、

家
庭
の
事
情
等
に
よ
り
大
学
進
学
を
選
択
で
き
な
か
っ
た
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図12 大卒離職者の推移 (沖縄県)

資料：厚生労働省職業安定局若年者雇用対策室



生
徒
、
高
卒
者
へ
の
企
業
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
就
職
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
く
な
る
よ
う
な
社
会
構
造
と
な
っ

て
い
る
こ
と
も
、
就
職
率
が
低
く
か
つ
無
業
者
が
増
え
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
、
高
校
と
企
業
の
情
報
交
換
、
定
着
指
導
な
ど
支
援
強
化
が
急

が
れ
る
。
例
え
ば
、
高
卒
就
職
率
が
高
い
岩
手
県
北
上
市
の
よ
う
に
企
業
と
教
育
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
仕
事
の
面

白
さ
や
意
義
を
伝
え
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
は
と
て
も
参
考
に
な
る
事
例
で
あ
る
。

大
学
に
お
い
て
も
、
安
定
大
企
業
志
向
の
学
生
に
対
し
中
小
企
業
の
情
報
を
効
果
的
に
流
す
こ
と
や
定
着
指
導
、

無
業
者
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
含
ん
だ
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
な
ど
の
支
援
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
、
大
学

側
や
行
政
に
求
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
大
学
に
つ
い
て
は
、
就
職
内
定
率
を
上
げ
、
無
業
者
を
少
な
く
す
る
よ
う
な
量
に
対
す
る
対
策
だ
け
で
な

く
、
卒
業
す
る
学
生
の
質
の
問
題
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
大
学
全
入
時
代
と
と
も
に
学
生
の
質
の
劣
化
が
始
ま
っ
て
い

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
大
学
教
育
に
対
し
て
は
、
そ
の
あ
り
方
を
問
う
動
き
が
出
て
き
て
い
る
。
産
業

界
を
代
表
し
て
二
○
○
四
年
に
経
団
連
か
ら

｢
二
一
世
紀
を
生
き
抜
く
次
世
代
育
成
の
た
め
の
提
言｣

と
し
て
大
学

教
育
に
対
す
る
要
求
が
発
表
さ
れ
た
。
二
○
○
四
年
に

(

社)

日
本
経
済
団
体
連
合
会
は
、
大
学
生
と
大
学
に
対
し

現
状
の
問
題
点
と
今
後
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
提
言
し
て
い
る
。

現
状
で
は
、
新
卒
採
用
者
の
専
門
知
識
の
レ
ベ
ル
は
低
下
し
、
仕
事
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
使
命

感
、
役
割
意
識
も
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。｢

志
と
心｣

、｢

行
動
力｣
、｢

知
力｣

と
も
に
不
足
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
明
確
な
目
標
を
持
ち
に
く
い
時
代
で
あ
る
こ
と
も
そ
の
背
景
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

高校生・大学生の就活と就活支援
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時
代
を
生
き
抜
く
上
で
、
大
学
在
学
中
に
、
自
分
で
目
標
を
立
て
、
そ
の
達
成
に
向
け
て
永
続
的
に
課
題
に
取
り
組

む
意
欲
を
持
続
さ
せ
、
試
行
錯
誤
し
取
り
組
ん
だ
体
験
を
有
す
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
人
生
に
お
い
て
大
き
な
拠
り

所
に
な
る
。
大
学
が
そ
の
よ
う
な
体
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
機
関
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
望
み
た
い

(

日
本
経

済
団
体
連
合
会

二
○
○
四)

。

こ
の
よ
う
な
産
業
界
か
ら
の
要
求
を
踏
ま
え
、
政
府
の
方
も
社
会
人
基
礎
力
を
定
義
し
教
育
機
関
に
対
し
社
会
人

基
礎
力
を
身
に
付
け
た
者
を
保
証
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る

(

経
済
産
業
省

二
○
○
六)

。

学
生
達
の
現
状
と
基
礎
力
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
こ
れ
を
ど
う
埋
め
る
か
が
大
学
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
は
、
学
生
達
の
現
状
を

｢

や
る
気
の
な
い
若
者｣

と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な

く
、
教
育
機
関
、
企
業
、
家
庭
、
地
域
と
い
っ
た
若
者
を
取
り
巻
く
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

若
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
確
か
に
厳
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
若
者
が
地
域
の
将
来
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼

ら
に
夢
を
与
え
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
行
政
や
教
育
機
関
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
教
育
機
関
、
行
政
、

企
業
の
連
携
を
強
め
る
取
り
組
み
は
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
始
め
ら
れ
て
お
り
、
努
力
す
れ
ば
だ
れ
で
も
就
職
で

き
る
よ
う
な

｢

努
力
が
報
わ
れ
る｣

社
会
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
の
展
開
に
期
待
し
た
い
。
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